
　

今
年
度
の
「
じ
ゃ
ら
ん
宿
泊
旅
行
調

査
」の
対
象
は
、２
０
１
２
年
度（
２
０

１
２
年
４
月
〜
２
０
１
３
年
３
月
）
に

実
施
さ
れ
た
旅
行
。
ま
ず
は
表
１
に
実

施
率
、
回
数
な
ど
の
大
ま
か
な
実
態
を

示
し
た
。
１
年
に
１
回
以
上
旅
行
に
行

っ
た
人
が
全
体
の
何
％
か
を
表
す
「
宿

泊
旅
行
実
施
率
」は
56
％
で
前
年
度（
東

日
本
大
震
災
直
後
に
も
か
か
わ
ら
ず
上

昇
）
と
比
べ
て
１
・
８
ポ
イ
ン
ト
減
。

１
人
当
た
り
の
旅
行
回
数
を
表
す
「
年

間
平
均
旅
行
回
数
」
は
、
前
年
度
か
ら

は
や
や
回
復
し
た
が
（
震
災
直
後
に
旅

行
を
控
え
た
人
も
多
か
っ
た
た
め
）
震

災
前
と
比
べ
る
と
減
少
。
全
国
の
延
べ

宿
泊
数
も
約
２
億
３
４
４
５
万
人
泊
と

調
査
開
始
以
来
最
少
と
な
っ
た
。

　

月
別
の
延
べ
宿
泊
旅
行
者
数（
図
２
）

の
減
少
傾
向
で
目
立
つ
の
は
８
月
。
旅

行
者
が
自
主
的
に
繁
忙
期
の
旅
行
を
避

け
る
傾
向
に
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

居
住
ブ
ロ
ッ
ク
別
の
延
べ
宿
泊
旅
行

者
数
の
増
減
（
表
３
）
を
見
る
と
、
前

年
度
の
西
高
東
低
（
西
日
本
へ
の
宿
泊

旅
行
者
が
多
か
っ
た
）
傾
向
か
ら
、
東

日
本
に
も
旅
行
者
が
戻
っ
て
き
た
の
が

わ
か
る
。
と
く
に
目
立
つ
の
は
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
の
伸
び
。
都
道
府
県
別
に
見
る

と
（
表
４
）、
東
京
が
増
加
率
14
％
と

大
き
く
伸
び
て
い
る
。
東
京
ス
カ
イ
ツ

リ
ー
や
東
京
駅
新
駅
舎
工
事
の
完
成
な

ど
、
相
次
ぐ
新
ス
ポ
ッ
ト
開
業
の
影
響

は
大
き
そ
う
だ
が
、
交
通
事
情
の
変
化

も
関
わ
っ
て
い
そ
う
だ
。

　

国
内
で
の
Ｌ
Ｃ
Ｃ
元
年
と
な
っ
た
今

年
度
は
、
東
京
（
成
田
）、
中
部
、
関

西
と
各
地
を
結
ぶ
路
線
で
格
安
運
賃
で

の
運
航
が
ス
タ
ー
ト
。
北
海
道
で
調
査

開
始
以
来
初
の
旅
行
者
増
と
な
っ
た
背

景
に
は
、
Ｌ
Ｃ
Ｃ
に
よ
る
座
席
数
の
拡

大
が
考
え
ら
れ
る
。
飛
行
機
利
用
者
を

詳
し
く
見
る
と
、
九
州
か
ら
関
東
、
関

西
へ
の
旅
行
者
が
増
え
る
な
ど
し
て
い

て
、
こ
れ
が
東
京
の
旅
行
者
増
を
支
え

た
可
能
性
も
。
Ｌ
Ｃ
Ｃ
関
連
の
動
き
に

つ
い
て
は
今
後
も
注
意
が
必
要
だ
。

「
西
高
東
低
」
傾
向
は
解
消
し

東
日
本
へ
の
旅
行
者
増
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消費者動向の新潮流を読む

じゃらん宿泊旅行調査2013
最新レポート

図1  1人当たりの年間旅行回数の構成割合　※ベース：宿泊旅行実施者
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表１  全国の宿泊旅行の実態

※推計値（太字）の算出は四捨五入していない実データで行った
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震災後、変化する消費者のマインドと旅スタイルを解説
震災直後の１年にあたった前年度と比べ、国内旅行市場はどう動いたのか？

ＬＣＣ就航やアベノミクスの影響から、新しい旅の兆し分析まで、
市場の大きな流れをつかむため、本レポートを役立てていただきたい。
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旅
行
実
施
率
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震
災
直
後
よ
り
ダ
ウ
ン
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Ｌ
Ｃ
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効
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で
人
気
の
旅
先
に
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※濃いピンクの網掛けは＋30万人以上（全体は＋100万人以上）、薄いピンクの網掛けは−30万人以上（全体は−100万人以上）

表3  居住ブロック別にみた宿泊先ブロック別の延べ旅行者数の増減数（11年→12年、単位：万人回）

北海道12年度-11年度
増減2011年度2012年度

東北 関東 東海 関西 中四国 九州 沖縄甲信越・
北陸

宿
泊
先
ブ
ロ
ッ
ク

居住ブロック

24
3

-14
-5
1

13
-2
3
2

81 
15 

179 
-34 

-124 
-118 
-131 
-58 
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944 
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7
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0
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北海道
東北
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東海
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中四国
九州
沖縄

-3
-65
49
-10

1
-2
-2
-3
-3

全体

2012年度全体
2011年度全体
2010年度全体
11年度→12年度の各月の増減率

1500（万人回）

1000

500

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計
819
722
965

13.4%

662
650
709

1.8%

1,020
1,029
1,150
-0.9%

734
746
794

-1.6%

1,336
1,431
1,463
-6.6%

885
967
988

-8.5%

1,091
1,149
1,147
-5.0%

851
942
877

-9.7%

774
830
768

-6.7%

636
674
648

-5.6%

680
726
727

-6.3%

1,168
1,145

868
2.0%

10,654
11,011
11,104

※11年度→12年度でプラスとなった月にピンクの網掛けをした　※3回までの宿泊旅行をベースにしているため、合計数は表1の延べ宿泊旅行者数とは異なる

表2  年代別・月別延べ宿泊旅行者数（単位：万人回）

2012年度
2011年度
2012年度
2011年度
2012年度
2011年度

20～34歳

35～49歳

50～79歳
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332

374

285
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303
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580

558

４月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

※前年度と比べてプラスとなった月にピンクの網掛けをした　※3回までの宿泊旅行をベースとしているため、合計数は図4の延べ宿泊旅行者数とは異なる
※2011年度のピンクの網掛けは、2010年度からの増加を示す。前年度より引き続き増加した月と、増加分が戻った月があることがわかる

図2  延べ宿泊旅行者数（月別推計　単位：万人回）

2012年度
2011年度
2010年度

表4  都道府県別の延べ宿泊旅行者数・増加率ランキング

増加率1位の秋田を始め、東日本は昨年の減少から回復。東京都、北海道のほか、大阪府、
福岡県の伸びもLCCの影響を感じさせる。また伊勢神宮遷宮直前の三重県も近隣居住者から
の伸びが見られ増加率ベスト10に入った
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※「鉄道」には新幹線・特急列車、新幹線・特急列車以外のJR･私鉄・地下鉄等が、「自動車」には自家用車、
レンタカーが、「バス」には高速バス、貸切バス・観光バス、路線バスが、「その他」には船・フェリー、タクシー・
ハイヤー、バイク、レンタサイクルが含まれる。
LCC就航による飛行機利用の伸びに加え、新幹線利用者数が増加。東北新幹線の観光にお
ける本格稼働の影響がありそうだ。自動車利用は大きく減少したが、北海道、東北、沖縄など
域内観光の盛んなブロックでは減少幅が少なかった
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図3  目的地に着くまでに利用した主な交通手段（単一回答）
※ベース：宿泊旅行件数
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3,414万人（22.7%） 3,666万人（24.4%） 7,940万人（52.9%）

3,097万人（21.4%） 3,533万人（24.4%） 7,874万人（54.3%）

じゃらん
宿泊旅行調査
結果報告ダイジェスト

2013
宿泊旅行の市場規模、1回あたりの旅行費用、同行者、交通手段など、

「じゃらん宿泊旅行調査」の基本項目については、このページにまとめた。
昨年度の市場の全体像を把握する参考としていただきたい。

3,313万人（22.6%） 3,614万人（24.6%） 7,760人万（52.8%）

男女比

図4  延べ宿泊旅行者数の構成（推計）

年齢比 &
男女比

2012年度

2011年度

2010年度

2009年度

2008年度

6,857万人（47.3%） 7,648万人（52.7%）

20〜34歳（ヤング） 35〜49歳（ミドル） 50〜79歳（シニア）
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1,612万人（10.7%） 1,802万人（12.0%） 1,888万人（12.6%） 1,777万人（11.8%） 3,578万人（23.8%）

延べ宿泊旅行者
1億5,020万人

延べ宿泊旅行者
1億4,686万人

延べ宿泊旅行者
1億4,505万人

3,755万人（23.1%） 3,911万人（24.1%） 8,574万人（52.8%）

1,879万人（11.6%） 1,876万人（11.6%） 2,069万人（12.7%） 1,841万人（11.3%） 3,946万人（24.3%） 4,628万人（28.5%）

延べ宿泊旅行者
1億6,239万人

9,365万人（54.0%）3,940万人（22.7%）4,049万人（23.3%）

1,975万人（11.4%） 2,074万人（11.9%） 2,084万人（12.0%） 1,856万人（10.7%） 4,414万人（25.4%） 4,952万人（28.5%）

延べ宿泊旅行者
1億7,355万人

4,362万人（29.0%）

※推計値の算出は四捨五入していない実データで行った
延べ宿泊旅行者数は全体で1.2％減少と、2008年度以来の減少傾向は変わらず。性・年代別に見てみると、20～34歳のヤング層の男性が1割近く減少するなど全体的に減少しているなかで、唯
一50～79歳のシニア女性については宿泊旅行者数が増加している。

1,608万人（11.0%）

1,450万人（10.0%）

1,705万人（11.6%）

1,648万人（11.4%）

1,902万人（13.0%）

1,864万人（12.9%）

1,711万人（11.7%）

1,669万人（11.5%）

3,601万人（24.5%）

3,543万人（24.4%）

4,158万人（28.3%）

4,331万人（29.9%）

TOPICS

●2012年度（2012年4月～2013年3月）の宿泊旅行（国内での宿泊を伴う旅行で、出張・帰省・修
学旅行などを除く）実施率は55.8％と、前年度より1.8ポイント減少。1年間の宿泊旅行実施回数は
前年度より0.07回増と微増、全国の延べ宿泊旅行者泊数（人泊）は前年度比2.3％減の約2億
3445万人泊と、震災前の水準に届かなかった。

●宿泊旅行にかけられた費用総額は約6.9兆円で、前年度（震災直後の１年）から1.1％増の回復。大
人1人あたりの1回の宿泊旅行にかけた費用は4万7,600円で、前年度より1,000円上昇（宿泊・交通
で800円増）。政権交代した12月直後の3か月間においては、１回あたりの宿泊旅行にかかる費用に、
顕著なアベノミクス効果はみられなかった。

●都道府県別の延べ宿泊旅行者数は、震災直後の“西高東低”から東へシフト。東京都は206万人
増と5年ぶりに増加し、北海道は81万人増と調査開始2006年度以来の増加。

●「LCC元年」の2012年度は、飛行機利用旅行が90万人増、東北新幹線の健闘で関東－東北間を
中心に、新幹線･特急列車利用が68万人増。一方、自家用車利用は473万人減。

●「一人旅」は調査開始以来8年連続増加し、14.5％。35～49歳男性の「一人旅」が増加。

※本調査では、出張・帰省・修学旅行を除いた国内宿泊旅行を調査対象としている

はじめに平成24年10月1日現在推計人口(総務省統計局発表）および１次調査結果を
用い、全国の宿泊旅行者の母集団を推計した。次に、２次調査の集計・分析にあた
り、推計された宿泊旅行者の母集団における都道府県別、性・年代別構成比に基づ
いてウェイトバックを行い、構成比のずれを補正している。

本調査の概要
調査名
調査方法
調査対象
調査対象期間
サンプル数
集計分析手法
について

じゃらん宿泊旅行調査2013

インターネットによる調査（2013年4月実施）

全国20～79歳の男女

2012年度（2012年4月～2013年3月）

15,487件

2013表5  項目別に見た評価の高い都道府県ランキング ※ベース：各都道府県への旅行件数

81.4%全体平均

総合的な満足度

90.7 
88.1 
87.3 
86.4 
85.7 
84.7 
84.5 
84.1 
83.8 
83.6 
83.6 

%沖縄県
鹿児島県
京都府
北海道
広島県
大分県
千葉県
兵庫県
長野県
神奈川県
熊本県

第 位1

総合的な満足度では、調査開始以来8
年連続で沖縄県がトップに。広島県、
兵庫県、長野県、神奈川県、熊本県
が新しくトップ10入りした

2

3

4

5

6

7

8

9

10

10

21.3%全体平均

地元の人の
ホスピタリティを感じた

47.4 
32.8 
32.3 
30.4 
30.1 
28.9 
28.7 
27.8 
26.8 
26.7 

%沖縄県
秋田県
岩手県
鹿児島県
福島県
熊本県
山形県
大分県
宮城県
愛媛県

第 位1

例年通り東北と九州各県が強い。ホテル、
観光・買い物スポットに加え、タクシー、
居酒屋、飲食店や市街地、「祭り」や体
験型スポットでの体験が挙げられており、
地元の人との交流の重要性が感じられた

2

3

4

5

6

7

8

9

10

43.4%全体平均

魅力のある特産品や
土産物が多かった

70.0 
58.5 
57.9 
56.4 
54.2 
54.0 
53.8 
53.8 
53.0 
52.0 

%沖縄県
京都府
北海道
鹿児島県
青森県
広島県
富山県
石川県
高知県
宮城県

第 位1

富山県、石川県、宮城県が新規ランク
イン。各県の上位には定番お菓子を始め、
各種工芸品等が挙げられている。沖縄
県の「ちんすこう」、京都府の「八つ橋」
などご当地定番お裾分けお菓子が強い

2

3

4

5

6

7

7

9

10

54.1%全体平均

地元ならではの
おいしい食べ物が多かった

71.9 
70.7 
69.2 
69.1 
68.4 
68.3 
67.7 
66.9 
66.7 
65.7 

%沖縄県
北海道
石川県
香川県
福井県
宮城県
広島県
鹿児島県
福岡県
富山県

第 位1

北陸3県がトップ10入り。宮城県、福岡
県も新規ランクイン。海の幸、ブランド
肉等の食材のほか、ソーキそば（沖縄
県）、讃岐うどん（香川県）などご当地
グルメが人気のエリアが目立つ

2

3

4

5

6

7

8

9

10
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宿泊＋交通
30,600円

現地小遣い
17,000円

1回(大人1人あたり)の宿泊旅行にかけた費用は4万7,600円で、前年度より1,000円上昇(宿泊･交通で800円増）。個人旅行における内訳で見てみると、交通費は前年度から14,000円→14,300円、
宿泊費は14,600円→14,700円へと増加した。旅行手配の方法についてきいた項目では、個人手配旅行比率が88.9%で、震災前の2010年度より微増した。

※百の位までの四捨五入で示しているため、合計が合わない場合がある
※トリム平均とは……	 データ全体の上限と下限から一定の割合のデータをカットした残りのデータの平均のこと
	 ここでは、全体の上下合計0.5％の範囲にあるデータをカットした。金額の高すぎる回答が平均値に大きな影響を与えることを避けるためである

宿泊＋交通
30,300円

現地小遣い
17,000円

総額
47,300円

宿泊＋交通
30,000円

現地小遣い
16,900円

総額
46,900円

総額
47,600円

宿泊＋交通
29,800円

現地小遣い
16,800円

総額
46,600円

12年度

11年度

10年度

09年度

08年度

0 0 020,000 20,000 20,00040,000 40,000 40,00060,000（円） 60,000（円） 60,000（円）

宿泊費
15,300円

交通費
13,700円

現地小遣い
16,200円

総額
45,200円

宿泊費
14,900円

交通費
13,700円

現地小遣い
16,300円

総額
44,900円

総額
45,400円

宿泊費
14,600円

交通費
14,000円

現地小遣い
16,200円

総額
44,800円

パック費
40,500円

現地小遣い
23,000円

総額
63,500円

宿泊＋交通
32,800円

現地小遣い
17,800円

総額
50,600円

交通費
15,300円

宿泊費
16,100円

現地小遣い
17,100円

総額
48,500円

パック費
42,700円

現地小遣い
22,600円

総額
65,300円

全旅行者 個人旅行 パック旅行

※全国0.5％トリム平均図7  1回の宿泊旅行にかかる費用（大人1人あたり）

パック費
40,900円

現地小遣い
21,700円

総額
62,600円

パック費
40,400円

現地小遣い
21,700円

総額
62,100円

図5  宿泊旅行の同行者  ※ベース：宿泊旅行件数

「一人旅」は調査開始以来8年連続増加し14.5％。とくに35〜49歳男性では8.6ポイントも上昇し20.9％となった。最も割合が高いのはシニアを中心とした「夫婦二人での旅行」で24.1％｡「職場やサー
クルなどでの団体旅行」が、5年連続で微減し、4.4％、「友人との旅行」も2年連続で減少し13.8％となった。　　

1.8

1.9

1.8

2.0

2.2

0.6

0.9

0.5

1.4

2.2

小学生以下子連れ家族旅行……小学生以下の子供を連れた家族旅行　中学生以上子連れ家族旅行……中学生以上20歳未満の子供を連れた家族旅行
団体旅行……職場やサークルなどでの団体旅行　※中学生以上と小学生以下の子供をともに連れている場合は小学生以下の子連れ家族旅行に回答

グラフ中の略記について

2012年度 全体

2011年度 全体

2010年度全体

2009年度 全体

2008年度 全体

20〜34歳
（ヤング）

35〜49歳
（ミドル）

50〜79歳
（シニア）

男性

一人旅
恋人と
の旅行

夫婦二人での
旅行

小学生以下
子連れ家族旅行

中学生以上
子連れ家族旅行

親を連れた
家族旅行

その他の
家族旅行

友人との
旅行 団体旅行 その他

女性

男性

女性

男性

女性

12.5 12.0 5.815.39.37.63.624.27.4

12.9 5.215.29.37.73.712.424.37.4

13.1 4.715.39.07.87.2 24.4 12.8 3.9

14.1 4.514.38.88.07.4 24.5 12.6 4.0

14.5 4.413.89.27.97.2 24.1 12.7 4.3

8.0 1.89.85.010.67.933.416.75.4

10.2 14.313.319.0 13.4 20.25.0 3.6

16.9 6.111.59.13.96.04.636.43.3

31.01.911.3 3.13.7 16.218.36.94.03.6

0.1

※集計データより、性・年代別に個人旅行とパック旅行の延べ宿泊者数、旅行費用の平均値（単価）を推計し、性・年代別・手配方法（個人、パック）別に費用総額を算出
※宿泊１回あたりの費用、宿泊先のエリアブロック別1回あたりの費用など、宿泊旅行に関する費用を総合的に推計し、総額を算出

延べ宿泊旅行者数1億4,505万人（図4参照）が、それぞれ宿泊旅行1回につき使った金額は4万7,600円（図7参照）。全国の宿泊旅行にかけられた総額は、これらを掛け合わせた6兆9,299
億円となる。震災直後の1年にあたった前年度と比べると1.1％回復した。

宿泊旅行にかけられた
費用の総額

2012年度

2011年度

2010年度

2009年度

2008年度

6兆9,299億円

6兆8,562億円

7兆477億円

7兆6,984億円

8兆8,076億円

1.1%

-2.7%

-8.5%

-12.6%

1.5%

前年比
（%）

図6  宿泊旅行にかけられた費用総額

6兆9,299億円
（100.0％）

宿泊費
1兆9,067億円
（27.5％）

交通費
1兆8,573億円
（26.8％）

現地小遣い
2兆4,785億円
（35.8％）

パック費
6,874億円
（9.9％）

個人旅行   
5兆8,753億円
（84.8％）

パック旅行
1兆546億円
（15.2％）

宿泊旅行に
かけられた
費用の総額

個人旅行と
パック旅行の内訳

費目別の内訳

0 20 40 60 80 100（%）

パック費
42,400円

現地小遣い
22,600円

総額
65,000円

宿泊費
14,700円

交通費
14,300円

現地小遣い
16,300円

23.2 18.8 7.117.22.310.19.311.1

20.9 4.28.22.9 7.84.928.614.18.0

0.3
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今
回
の
調
査
で
は
、
現
在
の
旅
行
者

の
旅
へ
の
意
識
を
探
る
た
め
、
旅
行
の

際
に
「
意
識
し
た
こ
と
」「
実
施
し
た

こ
と
」
を
尋
ね
て
み
た
（
表
６
）。
30

項
目
の
選
択
肢
に
対
す
る
回
答
を
因
子

分
析
し
て
み
る
と
、
図
８
の
よ
う
な
５

つ
の
ク
ラ
ス
タ
、
つ
ま
り
旅
行
ス
タ
イ

ル
別
の
属
性
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
「
ロ
コ
旅
派
」
は
、
第
1
因
子
「
地

域
生
活
重
視
」
が
最
も
強
く
、
第
5
因

子
「
情
報
重
視
」
も
強
い
グ
ル
ー
プ
。

20
〜
34
歳
の
若
い
男
性
に
多
く
み
ら
れ

る
。「
効
率
重
視
派
」は
、第
3
因
子「
効

率
重
視
」
と
第
2
因
子
「
こ
だ
わ
り
重

視
」
が
強
い
グ
ル
ー
プ
で
、
全
年
代
で

女
性
に
多
く
み
ら
れ
た
。「
マ
イ
ペ
ー

ス
派
」
は
第
2
因
子
「
こ
だ
わ
り
重
視
」

と
第
6
因
子
「
ゆ
っ
た
り
滞
在
」
が
突

出
し
た
タ
イ
プ
で
、
50
〜
79
歳
の
女
性

で
最
も
出
現
率
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

（
そ
れ
ぞ
れ
の
出
現
率
に
つ
い
て
は
表

７
参
照
）

　

こ
れ
ら
３
つ
の
ク
ラ
ス
タ
は
、
従
来

の
い
わ
ゆ
る
「
観
光
」
を
目
的
と
し
た

旅
行
者
と
は
違
う
志
向
性
を
感
じ
さ
せ

る
。
で
は
、
彼
ら
は
ど
ん
な
特
性
を
持

ち
、
何
を
求
め
る
人
た
ち
な
の
か
？
地

域
は
そ
れ
に
ど
う
応
え
て
い
く
べ
き
な

の
か
？
次
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
ク
ラ
ス
タ
に
関
わ
り
の
深
い
専
門
家

に
話
を
聞
き
、
そ
の
話
を
も
と
に
、
新

し
い
旅
行
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
方
法

を
探
っ
て
み
た
い
。

旅
に
求
め
る
も
の
を
調
査
。

因
子
分
析
で
ク
ラ
ス
タ
分
け

若
い
男
性
の
求
め
る
旅
が
地
域
志
向
へ
。

新
し
い
旅
行
ス
タ
イ
ル
の
出
現
？

第　　 章2
消費者

の
変化

表7  性・年代別のクラスタ出現率（単位：％）

男性
女性
男性
女性
男性
女性

20～34歳

35～49歳

50～79歳

ロコ旅派
20〜34歳男性
の4割弱が支持

効率重視派
比較的女性に

多いタイプ

マイペース派
こだわりが強い
シニア女性層

見る観光派
年齢とともに
比率が上がる

消極派

全体出現率 20.6 

35.1 

21.4 

24.5 

15.7 

20.8 

15.2 

19.5 

17.1 

22.2 

16.5 

21.5 

17.1 

21.7 

13.3 

8.3 

12.2 

10.2 

14.5 

12.1 

17.6 

20.8 

13.6 

18.4 

18.6 

23.8 

21.6 

23.4 

25.8 

25.9 

25.9 

30.2 

24.5 

28.4 

22.1 
※全体構成比より3ポイント以上高いものに濃いピンクの網掛けを、全体構成比より3ポイント以上低いものに薄いピンク

の網掛けをした。

第1因子
地域生活重視型

第5因子
情報重視型

第2因子
こだわり重視型

第3因子
効率
重視型

第4因子
現地調達型

第6因子
ゆったり滞在型

第7因子
見る

観光型

第8因子
事前計画型

1.6
1.2
0.8
0.4
0.0

-0.4

図8  因子分析から抽出された５つのクラスタ

ロコ旅派
20.6%

見る観光派
20.8%

消極派
25.8%

第1因子
地域生活重視型

第5因子
情報重視型

第2因子
こだわり重視型

第3因子
効率
重視型

第4因子
現地調達型

第6因子
ゆったり滞在型

第7因子
見る

観光型

第8因子
事前計画型

1.6
1.2
0.8
0.4
0.0

-0.4

マイペース派
13.3%

第1因子
地域生活重視型

第5因子
情報重視型

第2因子
こだわり重視型

第4因子
現地調達型

第6因子
ゆったり滞在型

第7因子
見る

観光型

第8因子
事前計画型

1.6
1.2
0.8
0.4
0.0

-0.4
第3因子
効率
重視型

効率重視派 
19.5%

1.6
1.2
0.8
0.4
0.0
-0.4

第2因子

第3因子第7因子

第6因子 第4因子

第8因子

第5因子

第1因子

1.6
1.2
0.8
0.4
0.0
-0.4

第1因子
第2因子

第3因子第7因子

第6因子 第4因子

第8因子

第5因子

2013

※実際には30項目の選択肢から因子成分として成立したものを22抽出した

第1因子 地域生活重視

第2因子 こだわり重視

第3因子 効率重視

第4因子 現地調達

第5因子 情報重視

第6因子 ゆったり滞在
第7因子 見る観光
第8因子 事前計画

□地域に根ざした生活体験をしてみる
□将来のライフスタイルの参考にするために、
　地域の人と触れ合う旅行をする
□将来の移住先の参考にするために旅行先を選ぶ
□地元の人に積極的に話しかけて情報を聞いたり交流する
□地域のためになること、貢献できることを選ぶ
□有名でなくても、自分なりにこだわったものを選ぶ
□地域らしさを感じられるものを選ぶ
□洗練された感じのものを選ぶ
□老舗・歴史のあるものを選ぶ
□時間的に効率のよい旅行行程や行動をとる
□費用をできるだけ抑える
□重視していることに集中的にお金をかけ、他の出費は抑える
□なるべく色々な場所をたくさん廻る
□旅先での旅行行動（飲食や体験プログラム等）は現地で決める
□旅先での予期せぬ出来事を楽しむ
□一度も行ったことがない宿や飲食店を選ぶ
□テレビや雑誌で人気、有名なものを選ぶ
□ネタになりそうなことに挑戦する
□人に勧められたものを選ぶ
□時間に追われずゆったりとした旅行行動をとる
□見学・見物など見て楽しむ
□事前に（出発前に）立ち寄り先などの計画をたてる

32.1 

27.7 
23.7 
36.8 
36.2 
58.3 
61.6 
46.0 
50.9 
67.2 
70.5 
57.1 
54.2 
66.2 
51.9 
58.1 
41.8 
36.8 
41.1 
70.8 
69.3 
78.3 

表6  旅の新しい兆しを示す８つの因子 意識した・計
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調
査
で
は
減
少
傾
向
が
目
立
つ
20
代

男
性
の
旅
だ
が
、
こ
の
層
の
消
費
動
向

に
詳
し
い『
ｓ
ｍ
ａ
ｒ
ｔ（
ス
マ
ー
ト
）』

編
集
長
の
太
田
氏
は
「
若
者
の
旅
へ
の

関
心
は
決
し
て
低
く
な
い
」
と
み
る
。

夏
フ
ェ
ス
用
ギ
ア
の
特
集
や
、
ブ
ラ
ン

ド
ア
イ
テ
ム
付
録
の
グ
ル
ー
ミ
ン
グ
キ

ッ
ト
に
手
応
え
を
感
じ
る
か
ら
だ
。
さ

ら
に
「
地
域
貢
献
」「
交
流
」
と
い
っ

た
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
最
近
の
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
傾
向
と
も
通
じ
る
と
い
う
。

 

「
フ
ァ
ス
ト
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
も
浸
透
し

て
、
安
さ
も
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
背
景

の
ス
ト
ー
リ
ー
や
素
材
な
ど
を
求
め
る

感
覚
が
戻
っ
て
き
て
い
ま
す
。
記
事
づ

く
り
の
上
で
も
、
一
時
期
は
価
格
を
軸

に
し
た
訴
求
が
成
功
し
て
い
ま
し
た
が
、

そ
う
で
も
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
。
も
ち

ろ
ん
『
高
け
れ
ば
い
い
』
と
い
う
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
旅
行
も
『
価
値

に
見
合
っ
た
も
の
』
に
目
が
向
い
て
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

　

太
田
氏
自
身
は
30
代
だ
が
、
毎
年
夏

に
は
農
業
や
酒
造
り
に
従
事
す
る
友
人

を
訪
ね
て
山
形
県
鶴
岡
市
に
滞
在
。
地

元
だ
け
に
出
回
る
酒
を
味
わ
っ
た
り
、

毎
年
違
う
酒
の
出
来
を
確
か
め
る
な
ど

「
一
階
層
深
い
体
験
」
が
で
き
る
と
何

度
行
っ
て
も
楽
し
い
と
感
じ
て
い
る
。

　

ま
た
注
目
は
、
最
近
の
読
者
に
多
い

と
い
う
「
お
墨
付
き
」
好
き
の
傾
向
だ
。

 

「
女
の
子
の
提
案
も
素
直
に
聞
き
ま
す

し
、
信
頼
で
き
る
人
が
『
間
違
い
な
い
』

と
言
っ
た
モ
ノ
を
選
ぶ
ん
で
す
ね
。
言

い
換
え
れ
ば
、
他
人
と
同
じ
で
も
構
わ

な
い
。
た
と
え
ば
ブ
ラ
ン
ド
ア
イ
テ
ム

付
録
の
バ
ッ
グ
な
ど
も
、
何
十
万
個
と

作
る
の
で
す
が
、
人
と
か
ぶ
っ
て
し
ま

う
と
い
う
よ
り
は
、
皆
と
同
じ
ア
イ
テ

ム
を
使
用
し
て
い
る
『
安
心
感
』
を
感

じ
て
い
る
部
分
も
あ
る
よ
う
で
す
。
い

ま
高
ま
っ
て
い
る
の
は
『
体
験
』
で
認

め
ら
れ
た
い
と
い
う
気
分
な
の
で
は
。

『
ど
こ
に
行
っ
た
』『
何
を
買
っ
た
』
と

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
ア
ッ
プ
す
る
の
も
そ
う
い
う

こ
と
で
、
旅
に
も
関
心
度
が
高
い
の
で

は
と
思
い
ま
す
」

　
ま
た
太
田
氏
の
記
事
づ
く
り
の
ポ
イ
ン

ト
の
一
つ
に
「
一
か
ら
分
か
る
」
丁
寧
な

わ
か
り
や
す
さ
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。

 

「
た
と
え
ば
『
こ
う
い
う
デ
ニ
ム
は
何

㎝
ロ
ー
ル
ア
ッ
プ
す
る
』
と
い
う
よ
う

に
、
読
者
は
相
当
初
歩
的
な
と
こ
ろ
か

ら
知
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
旅
に

つ
い
て
も
、
や
り
方
が
わ
か
ら
な
い
か

ら
躊
躇
し
て
い
る
可
能
性
は
疑
っ
て
み

た
ほ
う
が
よ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
」

商
品
の
「
背
景
」
へ
の

関
心
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る

2013年8月号のブランドアイテム付録はグルーミング
キット。9月号はカモフラージュ柄バッグ。旅に関わりの
あるグッズも人気がある。付録が喜ばれるのも雑誌のオ
ススメアイテムだから。「お墨付き」好きの証といえそうだ

求
め
る
も
の
は「
価
格
」か
ら「
価
値
」へ
。

素
直
で
慎
重
な
世
代
に
は「
お
墨
付
き
」も
必
要

20
代
男
子
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
バ
イ
ブ
ル
誌『
ス
マ
ー
ト
』編
集
長
に
き
く

　旅行者全体で見ても「意識した」人の
割に「実施しなかった」率が高かった「地
域生活重視型」因子。もう少し地域の
側に「実施できる」受け皿があれば新た
な旅行者を獲得できるはずだ。太田氏が

「初歩的なことから知りたい人が多く、お
墨付き好き」と語る20代男性に対してな
ら、どこでなら地元の人と交流ができる
のか、何をすれば地域のためになるのか
をマニュアル的に配布をするなど、情報
提供するのも一つの方法かもしれない。

新たな旅行者獲得に向け
受け地側でできること

ロコ旅派
は

どんな人たち？

20代～
30代前半

男性

話してくださったのは…
株式会社宝島社 編集局
第2編集部部長 兼smart編集長
太田智之さん

雑誌『smart』とは…

20代をターゲットとするNo.1男
性ファッション雑誌（月刊）。読
者の声を反映し、「モテる」「お
洒落に見える」などのニーズを
わかりやすく表現する誌面づく
りで支持を受け、同ジャンル2
位の倍にあたる20万部を売り
上げる。毎号バッグ、ペンケー
スなどの付録付き。

※ベース：旅行者全体

「人に勧められたものを選ぶ」
意識した	 41.1％
意識したが実施しなかった	 19.5％

【第5因子　情報重視型】

「地域のためになること、
貢献できることを選ぶ」
意識した	 36.2％
意識したが実施しなかった	 19.3％

【第1因子　地域生活重視型】

21 September  2013　



　
『
é
ｃ
ｌ
ａ
ｔ
』
の
メ
イ
ン
読
者
層

は
45
歳
〜
55
歳
く
ら
い
の
い
わ
ゆ
る

「
ア
ラ
フ
ィ
ー
」
女
性
。
そ
の
特
徴
を

編
集
長
の
相
馬
氏
は
こ
う
語
る
。

 

「
若
い
頃
に
バ
ブ
ル
を
経
験
し
た
分
、

上
や
下
の
世
代
の
女
性
と
比
べ
て
ノ
リ

が
い
い
。
何
か
と
女
性
が
ト
ク
で
あ
る

こ
と
を
体
感
し
て
い
て
、『
探
せ
ば
よ

い
も
の
が
あ
る
』
と
消
費
に
夢
も
持
っ

て
い
ま
す
。
好
奇
心
も
お
金
も
あ
り
、

感
度
が
高
い
人
た
ち
で
す
」

 

学
生
の
と
き
に
個
人
手
配
の
自
由
旅

行
が
可
能
に
な
り
、
卒
業
旅
行
や
Ｏ
Ｌ

時
代
の
旅
行
で
海
外
を
経
験
す
る
な
ど

旅
の
経
験
値
は
高
い
。
そ
ん
な
彼
女
ら

に
支
持
さ
れ
る
の
は
、「
二
度
、
三
度

行
く
に
値
す
る
何
か
が
あ
る
場
所
」
だ
。

 

「
旅
の
企
画
で
人
気
が
あ
る
の
は
、
国

内
な
ら
や
は
り
京
都
。
文
化
、
食
、
寺

社
と
選
択
肢
が
多
く
、
旅
慣
れ
た
人
に

も
そ
う
で
な
い
人
に
も
発
見
が
あ
る
の

が
い
い
ん
で
す
ね
。
海
外
な
ら
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
で
す
が
、
食
べ
た
り
、
買
う
だ
け

だ
っ
た
若
い
頃
と
違
い
、
知
ら
な
か
っ

た
こ
と
を
知
る
旅
が
人
気
で
す
」

　
「
こ
だ
わ
り
」も
あ
る
が
、ス
ペ
ッ
ク

を
求
め
る
男
性
の
こ
だ
わ
り
と
は
違
う
。

 

「
大
切
な
の
は
、
温
泉
の
泉
質
が
ど
う

と
い
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、『
他
で
は

経
験
で
き
な
い
』
特
別
感
。
自
分
の
セ

ン
ス
で
見
つ
け
出
し
、『
こ
ん
な
と
こ

ろ
に
行
っ
て
き
た
の
よ
』
と
人
に
自
慢

で
き
る
よ
う
な
場
所
な
ら
、
ち
ょ
っ
と

高
く
て
も
納
得
で
き
ま
す
」

　

調
査
で
は
「
ゆ
っ
た
り
滞
在
型
」
の

数
値
も
高
く
出
た
が
、
そ
の
意
味
合
い

に
つ
い
て
は
注
意
が
必
要
な
よ
う
だ
。

「
こ
の
層
の
女
性
で
旅
先
で
の
ん
び
り

し
て
い
る
人
は
見
た
こ
と
が
な
い

（
笑
）。
主
婦
な
ら
『
今
ま
で
で
き
な
か

っ
た
こ
と
を
』、
仕
事
を
し
て
い
る
人

な
ら
『
せ
っ
か
く
の
休
み
だ
か
ら
』
と

非
常
に
活
動
的
で
す
。
ゆ
っ
た
り
と
い

う
の
も
、
１
ヵ
所
に
長
く
滞
在
し
、
よ

り
興
味
の
お
も
む
く
ま
ま
深
い
こ
と
を

知
り
た
い
か
ら
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
旅

を
す
る
に
し
て
も
、
汚
い
、
不
便
な
ど

の
ス
ト
レ
ス
は
嫌
う
の
で
、
気
持
ち
よ

く
過
ご
せ
る
施
設
は
ポ
イ
ン
ト
と
い
え

る
で
し
ょ
う
」

　

年
齢
的
に
は
、
モ
ノ
を
持
つ
よ
り
捨

て
る
こ
と
が
テ
ー
マ
に
な
る
世
代
。
消

費
に
つ
い
て
も
自
然
と
体
験
の
比
重
が

増
す
だ
け
に
、
旅
の
可
能
性
は
大
き
い
。

「
震
災
後
は
『
行
け
る
と
き
に
行
く
』

機
運
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
旅
の
企
画

は
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
い
ま
す
よ
」

感
度
の
高
い
バ
ブ
ル
世
代
が

体
験
に
お
金
を
使
う
年
齢
に

旅慣れた人でも「他にはない」と感じられる旅先は強い。éclat
の別冊付録でもヨーロッパや京都は「買い物」「美味」「花」
などテーマを変えて何度も特集されその都度反響があるという

新たな旅行者獲得に向け
受け地側でできること

話してくださったのは…
株式会社集英社 éclat編集長
相馬旭宏さん

雑誌『éclat』とは…

株式会社集英社が発行する
女性誌（月刊）。バブル期を
経験し、若い頃から雑誌文化
に触れてきた、情報感度の高
い40代後半〜50代前半女
性をターゲットに、ファッショ
ン、ビューティ、カルチャー情
報を発信。同種の雑誌の中
でも最大の部数伸び率を誇
る。発行部数10万部。 キ

ー
ワ
ー
ド
は「
他
で
は
で
き
な
い
体
験
」。

広
く
浅
く
よ
り「
深
め
る
」こ
と
に
ど
ん
欲
な
世
代

ア
ラ
50
こ
だ
わ
り
女
性
向
け
人
気
雑
誌「éclat

」編
集
長
に
き
く

フ
ィ
ー

マイ
ペース派

は
どんな人たち？

50代以上

女性

2013

「こだわり重視型」因子の中でも、旅行
者が「意識した」率が高かったのは、「自
分なり」という相対的な価値観。とくに
こだわり重視傾向の強いアラフィー女性
に実施率を上げてもらうには、他と横並
びのサービスはなく、自エリアならでは
の特色を前面に出すこと。そのために
は、地域単位でのまとまった取り組みが
必要だ。旅行者それぞれの「自分なり」
のこだわりに応えるためには、他ではで
きないウリを見つけて磨きたい。

※ベース：旅行者全体

有名でなくても、自分なりに
こだわったものを選ぶ
意識した	 58.3％
意識したが実施しなかった	 17.9％

【第2因子　こだわり重視型】

時間に追われず、
ゆったりした旅行行動をとる
意識した	 70.8％
意識したが実施しなかった	 20.8％

【第6因子　ゆったり滞在型】
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話してくださったのは…
クオリタ新宿営業所スタッフ
松下由恵さん

株式会社クオリタとは…

株式会社エイチ・アイ・エスによる新ブラン
ド。主に30代の女性をターゲットに、客室
の眺望指定やコンシェルジュサービスなど、
大量送客の低価格ツアーにはないサービ
スの提供でリピーターを獲得。主な送客先
はビーチリゾート、ヨーロッパなど。

　
「
ク
オ
リ
タ
」
の
ツ
ア
ー
の
主
な
タ

ー
ゲ
ッ
ト
は
30
代
で
経
済
的
に
余
裕
の

あ
る
女
性
。
主
な
取
扱
い
先
が
海
外
リ

ゾ
ー
ト
と
い
う
こ
と
も
あ
る
が
、
こ
こ

で
の
「
効
率
重
視
」
と
は
、
必
ず
し
も

「
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
た
く
さ
ん
盛
り

込
む
」
と
い
う
意
味
で
は
な
さ
そ
う
だ
。

 

「
人
気
が
高
い
の
は
い
い
ホ
テ
ル
で
ゆ

っ
く
り
過
ご
す
タ
イ
プ
の
ツ
ア
ー
。
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー
や
デ
ッ
キ
チ
ェ
ア
で
１
日

過
ご
し
『
何
も
し
な
い
』
贅
沢
を
味
わ

う
方
が
多
い
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
そ

の
時
間
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
空
港

で
他
の
ツ
ア
ー
客
を
待
っ
た
り
せ
ず
、

自
分
の
ペ
ー
ス
で
動
け
る
ほ
う
が
よ
い
。

専
用
車
に
よ
る
送
迎
サ
ー
ビ
ス
が
喜
ば

れ
る
の
は
そ
の
た
め
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
」
と
語
る
の
は
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

の
松
下
さ
ん
。
現
地
で
本
人
の
代
わ
り

に
さ
ま
ざ
ま
な
手
配
を

す
る
日
本
語
コ
ン
シ
ェ

ル
ジ
ュ
も
、
言
葉
の
通

じ
な
い
国
で
の
ト
ラ
ブ

ル
対
応
な
ど
手
間
の
か

か
る
プ
ロ
セ
ス
を
任
せ

ら
れ
る
と
あ
っ
て
好
評
。

共
通
し
て
見
え
る
の
は
、

メ
イ
ン
の
目
的
の
た
め
、

そ
の
他
の
部
分
を
効
率

化
し
た
い
旅
行
者
の
姿
だ
。

 

「
現
地
で
ど
ん
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が

手
配
で
き
る
か
事
前
に
細
か
く
確
認
さ

れ
る
方
も
多
い
で
す
」
必
要
と
あ
れ
ば

出
費
は
す
る
が
、『
失
敗
し
た
く
な
い
』

と
い
う
気
持
ち
が
強
い
の
も
特
徴
だ
。

多
少
費
用
が
か
か
っ
て
も

効
率
的
で
失
敗
な
い
旅
を
志
向 「

の
ん
び
り
し
た
い
」か
ら
こ
そ

待
た
ず
に
効
率
よ
く
動
き
た
い

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
機
能
で
差
を
つ
け
る
旅
行
会
社「
ク
オ
リ
タ
」
で
聞
く

全年代

女性
　旅行者の意識を探る調査結果か
ら見出された「新しい旅行者層」。
今回取材したのは、すでにこれらの
層を対象としてサービスを展開して
いる方々だ。お話の共通点の一つ
は、地域の人が介在した情報や、
体験に価値を感じる消費者が増え
ているということ。観光資源は「地
域の人」が握っているといえそうだ。
 「訪れるたびに新たな地域の人と交
流が生まれ、地元の人にしか連れて
行ってもらえない（観光スポットにな
っていない）酒蔵を案内してもらえる。
一般には流通していない、その土地
のその年のお酒を味わわせてもらえ
る。だから毎年そこを訪れるのが楽
しみで、つい足が向いてしまう」と自
らの旅行経験を話してくれたのは
Smart編集長太田氏。地元の人の
中には、検索できない「価値ある情
報」がある。地元の人とコミュニケ
ーションすることで初めて出会える
産品や作り手の想い、地元の人だ
けが知るお勧めの季節×場所限定
の景色…消費者が求めるものは「地
元体験」にこそあるといえよう。
　一方、地域側も「都会の人が、
地域の良さを知って驚いたり喜んだ
りしている姿に喜びを感じてくれた
気がする」と太田氏。受け入れる地
域と来訪する旅行者の双方の喜び
が生まれる、理想的な場面がそこに
ある。
　地域の人と来訪者の接点は様々
な場面にある。来訪前、来訪地で
の観光案内所、道の駅、そして路
地裏など。重要なのは一人ひとりの
意識・行動だ。話しかけてみる。今
しか食べることのできないものを提
供している地元食堂を教える。情報
誌には載っていない「今日なら見られ
る何か」を案内してあげる。そんな
ちょっとした地域ぐるみでの行動の
積み重ねが、地域の未来を創る一
歩なのではないか。

（文責：研究員　松本寛子）

とーりまかし的

「地元体験」を求める消費者。
地域一人ひとりの
意識と行動がその源泉となる

考察

並ばずに済む専用ゲートや専用車など、旅の「効
率」を上げるサービスが支持されている

新たな旅行者獲得に向け
受け地側でできること

情報が氾濫する今、自分で探すより人に
聞いた方が早いという傾向もある。ある
程度の費用がかかる旅行において、失
敗したくない、やりたいことはすべて押さ
えたい心理に応えるには、地域にもコン
シェルジュ的機能があるとよさそうだ。

※ベース：旅行者全体

時間的に効率のよい
旅行行程や行動をとる
意識した	 67.2％
意識したが実施しなかった	 19.4％

【第5因子　効率重視型】

効率
重視派

は
どんな人たち？
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